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厚生労働省は22日、新型コロナウイルスと季節性インフルエンザの同時検査キットをOTC

（一般用医薬品）化し、インターネットや薬局での販売を解禁する方針を固めた。来週の

専門部会に諮り、早ければ 12 月初旬の解禁を想定する。今冬は同時流行の懸念がある。自

己検査できる環境を整備して医療機関の逼迫を防ぐ狙いだ。 

現在は医療用のみが承認され、主に医療機関が使う。OTC 化後は、重症化リスクの低い人

に発熱などの症状が出た際、コロナとインフルを同時に自己検査できる。陽性だった場合、

オンライン診療で薬の処方などを受ける。発熱外来の逼迫を防ぎ、重症化リスクの高い高

齢者らが外来受診できない事態を回避する。 

政府の規制改革推進会議も OTC 化を要請し、厚労省が日本医師会などと調整を続けてい

た。厚労省はメーカーに増産を依頼している。医療機関への供給を優先しつつ、検査キッ

トを入手しやすくする。 

厚労省に新型コロナ対策を助言する専門家組織「アドバイザリーボード」の 22 日の会合で

も OTC 化を議論した。 

新型コロナの新規感染者数は 22 日に 12 万 1460 人となり、1 週間前より 1 万 8580 人増

えた。重症者数や死亡者数も増加傾向となっている。インフルエンザは一部の地域で増加

傾向にある。国は重症化リスクの高い人に対し発熱外来の速やかな受診を呼びかけている。 
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ひとこと解説第 8 波が始まったばかりですが、一部の医療機関ではマンパワーが切迫して

います。その意味で、コロナとインフルを同時に判定できる検査キットが市販されるのは

画期的なことだと思います。コロナやインフルの検査をキットで代替できれば、医療従事

者の負担がそれだけ減るからです。年末や年始にかけて人の往来が増えるので、感染リス

クはどうしても高まります。早い段階で自分の症状が分かるキットが誰でも買えるように

なれば、社会全体として感染を拡大するリスクを低減することにつながるでしょう。 


